５歳児の事例
	交流活動
	「お兄さんお姉さんとあそぼう」(特別支援学校中学部の皆さんとの交流)

	ねらい
	〇お兄さんお姉さんとの交流を楽しみ、親しみをもつ。
〇優しくしてもらったり、教えてもらい大きくなることに憧れの気持ちをもつ

	子どもの様子
	保育者の読み取り・願い

	中等部のみなさんが来園
・ボク、私の名前は○○です」「よろしくね」「お名前は？」
自己紹介をしたり、子どもたちに優しく話しかけてくれる
・「○○ってお名前ボクと似てるね」「○○お兄さん膝の上に座ってもいい？」
・名前が似ているということから親しみをもち、名前を呼んでみたり自分から話しかけてみたりする。
・「このダンス知ってる」「一緒に踊ってもいい？」
・「こども園ってこんなところだよ」「ボク、私ってね」をたくさん教えたい
・「こんなこともできるんだよ！見ててね」
・「次はいつ会えるの？」「また一緒に遊びたいな」
・お兄さんお姉さんがリードしてくれてボクたちの〇〇なこと見せてあげる
・一緒に〇〇しよう















特別支援学校訪問
　
・「○○お兄さん・○○お姉さん」と以前交流したお兄さんお姉さんにまた会えたことを喜び、名前を呼ぶ。
・「学校っておっきいな～」「迷子になっちゃう。手をつないで」
・「ピザ美味しそう」「このピザお兄さんお姉さんが作ったの？すごい」お兄さんお姉さんに憧れの気持ち
が深まる
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リモートでの交流

・「手を振ってくれてるね」「声が聞こえる」
・「ユーチューブチャンネルおもしろいな～」
お兄さんお姉さんに聞こえていることや楽しいことを伝えたくて自然と大きく反応する。
・「〇、×どっちかな～」「やったー！！当たった」
・プレゼント交換喜んでくれるかな











	・中学部のお兄さんお姉さんとの交流を通して優しくしてもうことを嬉しく思ったり、憧れの気持ちをもつ機会となるようにしたい。
・お互いに初めは緊張して話しかけられずにいる様子が見られた。紹介を聞いたり、一緒にクイズやダンスを楽しんだりすることで少しずつお兄さんお姉さんのことを知り、親しみをもって関わろうとする。
・ボクたちも何か見せたいと発表会で踊ったダンスを発表した。「かわいいね」「上手だね」と拍手をしてもらい、憧れのお兄さんお姉さんが喜んでくれたことがとてもうれしい様子ではりきっていた。
・お別れの時間には「また一緒に遊ぼうね」「次はいつ会えるの？」などの声が聞こえてきた。心の距離が縮んで親近感が深まったようだ。次回の交流も楽しもう。






・温かく迎えてくれたことで自分たちが来ることを楽しみにしてくれていたことを感じる。手をつないで学校の中を案内してもらったり、優しくしてもらうことで「大好き」な気持ちが表情や行動に現れている。
・ピザを作ったり、楽器を演奏したりいろいろなことができるお兄さんお姉さんを「すごいな」「自分もこんなことができるようになりたい」と憧れている。




・コロナ禍でも交流を楽しめるようリモート交流を行う。実際にふれ合うことができなくても自分の姿が映ったり、画面越しに顔が見えると嬉しそうだった。
・保育者は初めてのリモート交流で、画面を通して楽しく交流できるか心配だった。しかし子どもたちは難なく楽しむことができた。さすが現代っ子。
・「こんにちは」「聞こえますか？」子どもたちが楽しめるような内容を考えたり、伝わるように大きな声でゆっくりと話したりするなど関わり方を工夫してくれる。

・真剣に画面に見入り、お兄さんお姉さんの声が聞こえたり、自分たちの挨拶や声に反応してくれたりすることで違和感なく、いつも通りにやりとりできていた。やりとりの中で、相手の話を聴きたい、自分の思いを伝えたいという気持ちが現れている。

[bookmark: _GoBack]・「楽しかった」「嬉しかった」「また遊びたい」という気持ちから「自分たちも何かをして喜んでもらいたい」という気持ちがふくらんでいる。お兄さんお姉さんが喜んでくれるような活動を一緒に考え、また交流が楽しめるようにしたい。

	






考　察
	
・初めは、お兄さんお姉さんの行動や言葉の聞き取りにくさを不思議に感じていた子もいました。「○○ってお話ししてるんだよ」「大きい音が苦手なお兄さんもいるんだよ」等、保育者が仲立ちをすることで子どもたちも受け止めて活動に参加することができました。

・子どもたちのことを考えて、楽しいゲームや活動を考えてきてくれるお兄さんお姉さん。そして一緒に喜んだり楽しんだりしてくれるお兄さんお姉さんを大好きになっていく様子が活動の中でのやり取りや振り返りの時間で感じることができました。

・いつもお兄さんお姉さんに楽しませてもらっていますが園児のコーナーも設けて園児がお兄さんお姉さんを喜ばせる、楽しませるコーナーも提案しました。子どもたちで考えて内容を決め、張り切って準備し当日披露することができました。

・子どもたちは、リモート交流も難なく楽しんで参加し、画面を通していつも通りお兄さんお姉さんとのやりとりをしている姿に驚かされました。手をつないだり、一緒に行動したりするような直接的なふれあいはできませんが、コロナ禍でも楽しめるリモート交流の機会を増やしていきたいです。
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